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Abandoned Steel Mill in Pittsburgh, USA 

都市の基本的な機能を維持する能力は、 
突発的なショックと 慢性的なストレスに脅かされます。 

Flooding in Mandalay, Myanmar 
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Austerity riots in Athens, Greece 

突発的なショックと慢性的はストレスは、 

社会関係の破たん、 建物やインフラの崩壊、 

経済機能の低下につながりかねません。 
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人口減少 
少子高齢化  

地域のつながりの欠如 
失業と非正規雇用 

ホームレス/不法住居 
気候変動 
交通渋滞 

貧困/経済格差 
インフラの老朽化 
経済動向の変化 

犯罪と暴力 
など 

慢性的なストレスとは？ 突発的なショックとは？ 

地震 
火事 
洪水 
土砂崩れ 
有害物質の拡散事故 
台風/暴風雨 
テロ攻撃 
伝染病の集団感染 
暴動 
インフラや建物の倒壊 
熱波/猛暑 
など 



5 ショックとストレスは都市のさらなる発展の機会であり， 
ある状況下においては転換のきっかけともなり得ます。 

ショック又はストレス 
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レジリエンス ＝「しなやかな回復力」 
 

都市におけるレジリエンスとは，個人，コミュ
ニティ（地域社会），組織，企業や都市のシス
テムが，いかなる突発的なショックや慢性的
なストレスに対しても，その影響を最小限に
とどめ，適応し，発展する能力のことです。 

Milan, Italy 
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「100のレジリエント・ 
シティ」（100RC）に 

ついて 
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100RCは世界の都市のパートナーとなり，21世紀に
おいて益々大きくなる，社会的，経済的，物理的な
課題に対して，都市がよりレジリエントとなるために
支援します。 



9 100RC加盟都市 
厳正なる選抜プロセスを経て，1,000以上の申請の中から，2013年12月に第1グループ（30都
市），2014年12月に第2グループ（33都市） ，そして2016年5月に第3グループ（京都市を含む37
都市）の都市が選定されました。 
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1. チーフ・レジリエ
ンス・オフィサー
（CRO）雇用の資金

提供 

2. 都市レジリエンス
戦略策定の支援 

4. 100RC加盟都市
のネットワークへの

参加 

3. 戦略実施を支援
するプラットフォー
ム・パートナー 
の紹介 

課題解決のため， 

100RCは4つの支援を提供します。 

複雑化した都市の仕組みに対し，レジリエンスの観
点から横断的に考えることのできる体制を構築 

解決策を効率的に大規模展開する。 
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チーフ・レジリエンス・オフィサー(CRO)とは？ 
CROは，以下の役割を通じ，21世紀のレジリエントな都市の実現に向け 

都市に変革をもたらします。 

レジリエンス戦略の策定と実行を指揮・監督する。 

レジリエンスに係る上級アドバイザーとして市長を支える。 

地域において，また世界に対して，レジリエンスという考え方を発信し推進する。 

また，都市レジリエンスに関係する市役所内外の関係者及び関係都市との連携を図るとともに， 

他の加盟都市CRO，100RCスタッフ，各種パートナーとの連絡・調整を行う。 
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京都市レジリエンス推進本部 

市長(本部長) 

３副市長 
(副本部長) 

各局区等の長等 
(本部員) 

ＣＲＯ 
(副本部長) 

事務局 
(行財政局防災危機 
 管理室内) 
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より 
レジリエントな 
都市へ 

戦略のリリース 戦略策定開始 

フェーズ 1 フェーズ 2 実行 

2-3 か月 4-6 か月 

具体的な行動を起こすことで、より多くの
人的・金銭的な支援が得られます。 

アジェンダセッティ
ング・ワークップ他 

レジリエンス戦略は，短期～長期的な都市のレジリエンスに関する優先順位や具体的な取組をまとめた
レジリエンス強化のためのロードマップです。 

都市のレジリエンス戦略とは？ 
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100を超えるパートナーが，
140以上ものサービスを提
供します。これは約20０億
円にも相当するものです。 

 

これらのサービスは，民間，
公共，学界，非営利団体等，
様々な分野から選定された
プラットフォームパートナー
により提供されます。 

Water Management, Energy 

Finance and Insurance 

Climate and Weather, Natural 

Environment 

Education/ Skills and Training, Economic 

Development, Culture and Arts 

  Public Health 

DRM and Emergency Response 

 Transportation 

Citizen Engagement, Government & Policy, 

Social Equity 

Information and Technology, Cyber Security 

 Housing 

Built Environment, Infrastructure, Land Use 

プラットフォームパートナーとは？  
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  (参考) 

京都市の現状 
について 

  ※アジェンダセッティング・ワークショップ 
    （平成29年2月8日開催）への参加者 
    に対する事前アンケートの結果等に 
    基づく 
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a) 4.8% 

b) 36.1% 

c) 56.6% 

d) 2.4% 

a） よく知っている。 

b） ことばは聞いたことがあるが，意味は良くわからない。 

c） 聞いたことがない。 

d）その他 

「レジリエンス」の認知度について 

（4.8％） 

（36.1％） 

（56.6％） 

（2.4％） 
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 京都市が直面（危惧）する「ショック」 について(上位5つ) 

86.6% 

40.2% 

36.6% 

22.0% 

22.0% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地震 

河川の増水・氾濫による洪水 

火事 

台風/暴風雨 

テロ攻撃 

  その他回答の多かったショック：土砂災害，都市洪水，インフラや建物の倒壊 など 

 京都市の応募時の回答 : ①地震，②降雨洪水，③土砂崩れ，④サイバー攻撃 
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 京都市が直面（危惧）する「ストレス」 について(上位5つ) 

68.3% 

31.7% 

29.3% 

19.5% 

18.3% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

少子･高齢化 

地域のつながりの欠如 

インフラの老朽化 

住宅地や商店街の荒廃 

人口減少 

  その他回答の多かったストレス：交通渋滞，貧困/経済格差 など 

 京都市の応募時の回答 : ①人口減少，②人口高齢化，③インフラ老朽化 
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D 

シティ・レジリエンス・ 
フレームワーク 

 

都市のショックとストレスへの耐性は，シ
ティ・レジリエンス・フレームワークにおける 

4つの分野の12の目標を用いることで定量
的に測定されます。 

1.基本的ニーズの充足 

2.生計・雇用のサポート 

3.公共医療・衛生
サービスの保証 

4.団結力があり，人々が
積極的に参加するコミュ
ニティづくりの促進 

5.社会的安定・安
全・正義の確保 

6.経済的繁栄の促進 
7.自然及び人工の防災のための 

アセット（資産）の強化，提供 

8.重要サービスの継続性
保証（緊急時） 

9.信頼性の高い通信と
移動手段の提供 

10.リーダーシップと効力あ
るマネジメントの促進 

11.幅広いステークホルダー
（関係者）への権限移譲 

12.長期的かつ融和したプ
ランニングの促進 ● 

● 

● 

● 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

●：京都市の強み 
 

▲：京都市の弱み 


